
iPod shuπe
ユーザーガイド



5 第 1章：  iPod shuπeについて
5 iPod shuπeの新機能

6 第 2章：  iPod shuπeの基本
6 iPod shuπe各部の説明
7 iPod shuπeのコントロールを使用する
8 iPod shuπeを接続する／接続解除する（取り外す）
10 iPod shuπeのバッテリーについて

12 第 3章：  iPod shuπeを設定する
12 iTunesについて
13 iTunesライブラリを設定する
14 音楽を整理する
15 iPod shuπeをコンピュータにはじめて接続する
16 iPod shuπeに音楽を追加する

22 第 4章：  音楽を聴く
22 音楽を再生する
24 VoiceOverを使う
26 同じ音量でトラックを再生するように設定する
26 音量制限を設定する
27 iPod shuπeのボタンをロックする／ロックを解除する

28 第 5章：  iPod shuπeにファイルを保存する
28 iPod shuπeを外部ディスクとして使用する

30 第 6章：  ヒントとトラブルシューティング
33 iPod shuπeソフトウェアをアップデートする／復元する

34 第 7章：  安全にお使いいただくための注意点と取り扱い方法
34 安全性に関する重要な情報
36 取り扱いに関する重要な情報

 2

目次



 目次 3

37 第 8章：  その他の情報、サービス、サポート

38 通信情報機器に関する規制





  5

このたびは iPod shuπeをご購入いただき、ありがとうございます。

 警告：   負傷を避けるため、iPod shuffleをお使いになる前に、このガイドに記載されている
すべての操作方法と第7章「安全にお使いいただくための注意点と取り扱い方法」の安全性
に関する情報をお読みください。

iPod shuπeを使用するには、曲およびその他のオーディオファイルをお使いのコンピュータに置いて
から、それらを iPod shuπeと同期します。

iPod shuπeは、以下の用途に使用できます：
曲とプレイリストを同期して持ち歩いて聴く Â

Podcast（インターネット経由で配布される、ダウンロード可能なラジオ形式の番組）を聴く Â

iTunes Storeまたは Â audible.comから購入したオーディオブックを聴く

iPod shuπeを外部ディスクとして使用して、ファイルやその他のデータを保存またはバックアップ Â

する

iPod shuπeの新機能
トラックのタイトルやアーティスト名の読み上げ、プレイリストの切り替え、およびバッテリーステー Â

タスの確認に便利な VoiceOverボタン

簡単で直感的なコントロール Â

Genius Mixの同期に対応 Â

iTunes Uコレクションの同期に対応 Â

1iPod shuπeについて

http://audible.com
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この章では、iPod shuπeの機能、コントロールの使用方法などについ
て説明します。

iPod shuπeのパッケージには、iPod shuπe、Apple Earphones、コンピュータに iPod shuπe
を接続するための USB 2.0ケーブルが入っています。

iPod shuπe各部の説明
ステータスランプ
イヤフォンポート

前へ／巻き戻し

再生／一時停止

音量ダウン

VoiceOverボタン

3ウェイスイッチ
音量アップ

クリップ

次へ／早送り

Apple Earphonesを使うには：
イヤフォンを iPod shuπeのイヤフォンポートにつなぎます。そして、図のようにイヤーバッドを耳に m

挿入します。

イヤフォンのコードは調整可能です

2iPod shuπeの基本
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警告：iPod shuπeをご使用になる前に、34ページの「安全性に関する重要な情報」に記載され
ている安全性に関する指示（「聴覚の損傷を避ける」）をよくお読みください。

Apple Earphones with Remote and MicやApple In-Ear Headphones with Remote and Micなど
のその他のアクセサリは、www.apple.com/jp/ipodstoreから購入できます。iPod shuπeはマイ
クには対応していません。

iPod shuπeのコントロールを使用する
前面のコントロール、VoiceOverボタン、および 3ウェイスイッチを使って、iPod shuπeの曲、オー
ディオブック、オーディオ Podcast、および iTunes Uコレクションを簡単に再生できます。

操作 手順

iPod shuπeの電源を入れる／切る 3ウェイスイッチをスライドします（スイッチが緑色に変化
することで iPod shuπeの電源が入っていることを示して
います）。

再生する／一時停止する 再生／一時停止（’  ）ボタンを押します。

音量を上げる／下げる 音量アップ（∂）ボタンまたは音量ダウン（D）ボタンを押
します。音量をすばやく上げたり下げたりするときは、ボ
タンを押したままにします。

再生順序を設定する 3ウェイスイッチを順番に再生（⁄）またはシャッフル（¡）
にスライドします。

次のトラックに移動する 次へ／早送り（  ‘）ボタンを押します。

前のトラックに移動する トラックの再生が始まってから 6秒以内に、前へ／巻き戻し
（]）ボタンを押します。6秒を過ぎた場合は、前へ／巻
き戻し（]）ボタンを押すと、現在のトラックが先頭から
再生されます。

早送り 次へ／早送り（  ‘）ボタンを押したままにします。

巻き戻し 前へ／巻き戻し（]）ボタンを押したままにします。

トラックのタイトルとアーティスト名を聞く VoiceOver（ ）ボタンを押します。

http://www.apple.com/jp/ipodstore


操作 手順

プレイリストのメニューを聞いて選択する VoiceOver（ ）ボタンを押したままにします。プレイリ
ストメニュー内を前後に移動するには、次へ／早送り（  ‘）
ボタンまたは前へ／巻き戻し（]）ボタンを押します。プ
レイリストを選択するには、VoiceOver（ ）ボタンまた
は再生／一時停止（’  ）ボタンを押します。選択せずに
終了するには、VoiceOver（ ）ボタンをもう一度押し
たままにします。

iPod shuπeのボタンをロックする
（誤って押してしまっても何も起こらなくなります）

ステータスランプがオレンジ色に 3回点滅するまで、再
生／一時停止（’  ）を押したままにします。
ボタンのロックを解除するには、もう一度この操作をします。

iPod shuπeをリセットする
（iPod shuπeが応答しない場合またはステータスランプ
が赤色に点灯している場合）

iPod shuπeの電源を切って、10秒待ち、それからもう
一度電源を入れ直します。

iPod shuπeのシリアル番号を確認する iPod shuπeのクリップの下を見てください。また
は、iPod shuπeをコンピュータに接続しているときに、
「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択し、
「概要」タブをクリックしてください。

iPod shuπeを接続する／接続解除する（取り外す）
iPod shuπeをコンピュータに接続して、曲やその他のオーディオファイルの同期、およびバッテリー
の充電ができます。完了したら、iPod shuπeを取り外します。

重要：iPod shuπeをコンピュータに接続するときは、iPod shuπeに付属の USB 2.0ケーブルの
みを使用してください。

iPod shuπeを接続する
iPod shuπeをコンピュータに接続するには：
付属の USBケーブルの一方の端を iPod shuπeのイヤフォンポートに接続し、もう一方の端をコン m

ピュータの高電力型 USB 2.0ポートに接続します。

参考：iPod shuπeを充電するときは、キーボードの USBポートには接続しないでください。

長めの USBケーブルはwww.apple.com/jp/ipodstoreで別途購入できます。

 8  第 2章    iPod shuπeの基本
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iPod shuπeをコンピュータにはじめて接続するときには、「iTunes」で iPod shuπeの設定や
iTunesライブラリの同期を行うことができます。デフォルトでは、iPod shuπeをコンピュータに接続
すると、その中の曲が「iTunes」によって自動的に同期されます。バッテリーの充電中に曲を同期す
ることができます。

iPod shuπeを別のコンピュータに接続するときに、iPod shuπeの音楽が自動的に同期されるよう
に設定されている場合には、音楽を同期する前に「iTunes」によって確認されます。「はい」をクリッ
クすると、iPod shuπe上にすでにある曲やその他のオーディオファイルは消去され、iPod shuπe
を接続した新しいコンピュータ内の曲やその他のオーディオファイルと置き換えられます。音楽を
iPod shuπeに追加する方法や、iPod shuπeを複数のコンピュータで使用する方法については、
22ページの第 4 章「音楽を聴く」を参照してください。

iPod shuπeの接続を解除する
オーディオファイルを同期している間、または iPod shuπeを外部ディスクとして使用しているときは、
コンピュータから iPod shuπeを絶対に取り外さないでください。オレンジ色のステータスランプが点
滅していない場合、または iTunesウインドウの上部に「コンピュータから取り外せます」というメッセー
ジが表示されている場合は、iPod shuπeを取り外すことができます。

重要：「iTunes」に「コンピュータから取り外さないでください」というメッセージが表示されているとき、
または iPod shuπeでオレンジ色のステータスランプが点滅しているときは、最初に iPod shuπeを
取り出してから取り外す必要があります。このように操作しない場合は、iPod shuπeにあるファイル
が壊れて、「iTunes」で iPod shuπeを復元しなければならないことがあります。復元については、
33ページの「iPod shuπeソフトウェアをアップデートする／復元する」を参照してください。

ディスクとして使用するように iPod shuπeを設定している場合は（28ページの「iPod shuπeを
外部ディスクとして使用する」を参照）、必ず iPod shuπeを取り出してから取り外す必要があります。

iPod shuπeを取り出すには：
「iTunes」のデバイスリスト内で「iPod shuπe」の横にある「取り出す」（ m

C）ボタンをクリックします。

Macを使用している場合は、iPod shuπeのデスクトップアイコンを「ゴミ箱」にドラッグして
iPod shuπeを取り出すこともできます。

Windows PCを使用している場合は、「マイコンピュータ」またはWindowsシステムトレイで「ハー
ドウェアを安全に取り外す」アイコンをクリックし、お使いの iPod shuπeを選択することによって、
iPod shuπeを取り出すこともできます。

iPod shuπeを取り外すには：
iPod shuπeとコンピュータからUSBケーブルを取り外します。 m



iPod shuπeのバッテリーについて
iPod shuπe の充電式内蔵バッテリーの交換は、必ずアップル正規サービスプロバイダに依頼してく
ださい。

最良の状態で使用するために、iPod shuπeをはじめて使うときは、約 3時間かけて完全に充電して
ください。バッテリーは約 2時間で 80%充電され、約 3時間で完全に充電されます。iPod shuπe
をしばらく使用しなかった場合、バッテリーの再充電が必要になることがあります。

バッテリーの充電中に音楽を同期することができます。完全に充電される前でも、コンピュータから取
り外して iPod shuπeを使用することができます。

iPod shuπeのバッテリーを充電する
iPod shuπeのバッテリーは次の 2通りの方法で充電できます：

iPod shuπeをコンピュータに接続します。 Â

Apple USB電源アダプタ（別売）を使用します。 Â

コンピュータを使ってバッテリーを充電するには：

iPod shuπeに付属の USBケーブルを使って、iPod shuπeをコンピュータの高電力型 USB 2.0 m

ポートに接続します。コンピュータの電源が入っていて、スリープモードになっていない必要があります
（一部のモデルのMacでは、スリープ中でも iPod shuπeを充電できます）。

バッテリーの充電中は、iPod shuπe上のステータスランプがオレンジに点灯します。バッテリーが完
全に充電されると、ランプは緑色に変わります。「iTunes」で iPod shuπeの名前の横に表示される
バッテリーアイコンでも、バッテリーの状態を確認できます。このアイコンは、バッテリーの充電中は稲
妻のアイコン、バッテリーが完全に充電されているときはプラグのアイコンで表示されます。

iPod shuπeを外部ディスクとして使っている場合、または「iTunes」と同期中の場合は、オレンジ
色のステータスランプが点滅します。これは iPod shuπeを取り出してから接続を解除する必要があ
ることを示しています。このような場合、バッテリーがまだ充電中または完全に充電済みである可能性
があります。

ステータスランプが表示されない場合は、iPod shuπeが高電力型 USB 2.0ポートに接続されてい
ない可能性があります。コンピュータの別の USB 2.0ポートで試してください。

コンピュータから離れている場所でバッテリーを充電したい場合は、iPod shuπeを Apple USB電
源アダプタ（別売）に接続することもできます。iPod shuπeのアクセサリは、www.apple.com/
jp/ipodstoreから購入できます。

Apple USB電源アダプタを使ってバッテリーを充電するには：
 1 iPod shuπeに付属の USBケーブルを電源アダプタに接続し、もう一方の端を iPod shuπeに接続

します。

 10  第 2章    iPod shuπeの基本
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 2 電源アダプタのプラグをコンセントに差し込みます。

Apple USB電源アダプタ
（お使いのアダプタは形状が異なる場合があります）

iPod shuffle USBケーブル

警告：コンセントに差し込む前に、電源アダプタが完全に組み立てられていることを確認してください。
ご使用になる前に、34ページの第 7 章「安全にお使いいただくための注意点と取り扱い方法」に
記載されている安全性に関する指示（「Apple USB電源アダプタ（別売）を使用する」）をよくお読
みください。

充電式のバッテリーに充電できる回数は限られています。バッテリーの寿命と充電回数は、使用方
法と設定によって異なります。詳しくは、www.apple.com/jp/batteriesを参照してください。

バッテリーステータスを確認する
コンピュータに接続するときまたはコンピュータから接続を解除するときに、iPod shuπeのバッ
テリーステータスを確認できます。ステータスランプを見れば、おおまかなバッテリー残量が分か
ります。

iPod shuπeの電源が入っていてコンピュータに接続していない場合は、VoiceOverボタンを 2回
押すことによって、バッテリーステータスを VoiceOverで聞くことができます。

取り外されているときのステータスランプ VoiceOverメッセージ

  緑に点灯 残量－十分 「バッテリー充電済み」または

「バッテリー 75%」または
「バッテリー 50%」

  オレンジに点灯 充電－少ない 「バッテリー 25%」

  赤に点灯 ほとんどなし 「バッテリー不足」

コンピュータに接続しているときのステータスランプ  

  緑に点灯 充電完了

  オレンジに点灯 充電中

     オレンジに点滅 取り外さないでください（「iTunes」が同期中、または
iPod shuπeがディスクとして使用するように設定されていま
す）。まだ充電中または完全に充電済みである可能性があり
ます

http://www.apple.com/jp/batteries
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コンピュータの「iTunes」を使って、iPod shuπeで再生する音楽やそ
の他のオーディオコンテンツを設定します。それから iPod shuπeをコ
ンピュータに接続して iTunesライブラリに同期します。

この章では、iPod shuπeを使い始めるための手順について説明します。以下の内容が含まれます。
音楽を手持ちの CDコレクション、ハードディスク、または iTunes Store（「iTunes」の一部で、 Â

一部の国でのみ利用可能です）から、コンピュータの「iTunes」アプリケーションに読み込む

音楽やその他のオーディオを並べ替えてプレイリストを作成する Â

iTunesライブラリの曲、オーディオブック、Podcast、および iTunes Uコレクションを Â

iPod shuπeと同期する

音楽やその他のオーディオを持ち歩いて聴く Â

iTunesについて
「iTunes」は、iPod shuπeのコンテンツを設定、整理、および管理できる無料のソフトウェ
ア・アプリケーションです。「iTunes」を使って、音楽やオーディオブック、オーディオ Podcastを
iPod shuπeと同期できます。iTunes 10以降（iPod shuπeに必要）をコンピュータにまだインストー
ルしていない場合は、www.itunes.com/jp/downloadからダウンロードできます。

「iTunes」をインストールした後でコンピュータに iPod shuπeを接続すると、自動的に「iTunes」
が開きます。「iTunes」を使って、CDやインターネットから音楽を読み込んだり、iTunes Storeから
曲やその他のオーディオを購入したり、お気に入りの曲を集めた独自のコンピレーション（プレイリスト）
を作成したり、iPod shuπeを同期したり、iPod shuπeの設定を調整したりできます。

「iTunes」には、iTunesライブラリから同じテイストの曲のプレイリストやミックスを瞬時に作成す
る、Geniusという機能も用意されています。Genius Mixや Geniusプレイリストも「iTunes」か
ら iPod shuπeに同期できます。Geniusを使用するには、iTunesアカウントが必要です。Genius
の設定方法については、15ページの「iTunesでGeniusを使う」を参照してください。

3iPod shuπeを設定する

http://www.itunes.com/jp/download
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「iTunes」にはほかにも多くの機能があります。たとえば、標準の CDプレーヤーで再生する独自の
CDを作成したり（お使いのコンピュータに録音可能な CDドライブがある場合）、ストリーミング・イ
ンターネット・ラジオを聴いたり、ビデオや TV番組を視聴したり、好みに応じて曲をランク付けした
りできます。これらの機能の使いかたについては、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」
と選択してください。

コンピュータにすでに「iTunes 10」以降をインストールしていて、iTunesライブラリを設定済みの場
合は、次のセクション（15ページの「iPod shuπeをコンピュータにはじめて接続する」）に進んで
かまいません。

iTunesライブラリを設定する
iPod shuπeで音楽を聴くときは、まずお使いのコンピュータ上の iTunesライブラリにその音楽を読
み込む必要があります。

iTunesライブラリに音楽やその他のオーディオを読み込むには、3つの方法があります：
iTunes Storeからオンラインで音楽およびオーディオブックを購入したりPodcastをダウンロード Â

したりする。

音楽やその他のオーディオをオーディオCDから読み込む。 Â

すでにコンピュータ上にある音楽およびその他のオーディオを iTunesライブラリに追加する。 Â

iTunes Storeを使って曲を購入する／ Podcastをダウンロードする
インターネットに接続している場合は、iTunes Store（一部の国でのみ利用可能です）を使って、曲、
アルバム、およびオーディオブックをオンラインで簡単に購入してダウンロードできます。オーディオ
Podcastを登録してダウンロードしたり、iTunes Uから無料の教育コンテンツをダウンロードしたり
することもできます。ビデオ Podcastは iPod shuπeには同期できません。

iTunes Storeからオンラインで音楽を購入するときは、無料の iTunesアカウントを「iTunes」で設
定してから、目的の曲を探して購入します。iTunesアカウントをすでに持っている場合は、そのアカウ
ントを使って iTunes Storeにサインインし、曲を購入できます。

Podcastおよび iTunes Uクラスを再生またはダウンロードするときは、iTunes Storeアカウントは
必要ありません。

iTunes Storeにアクセスするには、「iTunes」を開き、iTunesウインドウの左側で「Store」の下
にある「iTunes Store」をクリックします。



コンピュータ上の既存の曲を iTunesライブラリに追加する
コンピュータ上にある曲が「iTunes」が対応しているファイルフォーマットでエンコードされている場
合は、それらの曲を簡単に「iTunes」に追加できます。コンピュータから「iTunes」に曲を追加する
方法については、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」と選択してください。

Windowsで「iTunes」を使用する場合は、保護されていないWMAファイルを AAC形式または
MP3形式に変換できます。これは、WMA形式でエンコードされた音楽のライブラリがある場合に便
利です。詳しくは、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」と選択してください。

オーディオCDから iTunesに音楽を読み込む
「iTunes」では、音楽やその他のオーディオをオーディオCDから読み込むことができます。インターネッ
トに接続している場合は、CDに収録されている曲の名前が自動的にインターネットから取得され（取
得できる場合）、ウインドウに表示されます。曲を iPod shuπeに追加するときに、曲の情報も取り込
まれます。CDから「iTunes」に曲を読み込む方法については、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunes
ヘルプ」と選択してください。

曲名やその他の情報を入力する
インターネットに接続していない場合、読み込んだ音楽の曲情報を取得できない場合、または追加情
報（作曲者名など）を含めたい場合は、情報を手動で入力できます。曲情報の入力方法については、
「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」と選択してください。

音楽を整理する
「iTunes」では、音楽やその他の項目を好きな方法でまとめて、プレイリストと呼ばれるリストを作成
できます。たとえば、運動中に聴くための曲をまとめたプレイリストや、気分に合った曲をまとめたプ
レイリストを作成できます。

定義したルールに基づいて自動的にアップデートされるスマートプレイリストを作成することもできま
す。それらのルールに一致する曲を「iTunes」に追加すると、自動的にスマートプレイリストに追加
されます。

「iTunes」でGeniusをオンにすれば、選択した曲に基づいて、同じテイストの曲をまとめたプレイリ
ストを作成できます。また、iTunesライブラリ内の曲を自動的に選別して、Genius Mixと呼ばれる
コレクションにまとめることもできます。

iTunesライブラリに入っている曲を使って、好きなだけプレイリストを作成できます。「iTunes」との
接続が解除されているときは、iPod shuπe上にプレイリストを作成することはできません。曲をプレ
イリストに追加したり、後でプレイリストから削除しても、その曲が iTunesライブラリから取り除かれ
ることはありません。

iPod shuπeでプレイリストを聴くときは、「iTunes」で作成されたすべてのプレイリストが同じ方法
で動作します。それらは iPod shuπe上で名前で選択できます。

「iTunes」でプレイリストを設定する方法については、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」
と選択してください。
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iTunesでGeniusを使う
Geniusを使うと、iTunesライブラリの中から同じテイストの曲が自動的に選ばれ、それらをまとめた
Geniusプレイリストや Genius Mixが作成されます。Geniusは無料のサービスですが、使用するに
は iTunes Storeアカウントが必要です。アカウントを持っていない場合は、Geniusをオンにすると
きに設定できます。

Geniusプレイリストを作成するときは、好きな曲を 1曲選択します。これにより、その曲と同じテイス
トの曲が Geniusプレイリストに自動的にまとめられます。

Genius Mixは、同じテイストの曲があらかじめ選択されたコンピレーションです。iTunesライブラ
リ内の曲を使って自動的に作成されます。各 Genius Mixは、再生するたびに内容が変わるように
設計されています。「iTunes」では、iTunesライブラリ内の音楽のジャンルに基づいて最大 12個の
Genius Mixが作成されます。

GeniusプレイリストとGenius Mixを作成するには、最初に「iTunes」でGeniusをオンにする必
要があります。詳しくは、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」と選択してください。

「iTunes」で作成するGeniusプレイリストとGenius Mixは、ほかの iTunesプレイリストと同様に
iPod shuπeに同期できます。Genius Mixは、手動で iPod shuπeに追加することはできません。

iPod shuπeをコンピュータにはじめて接続する
「iTunes」のインストール後、iPod shuπeをコンピュータにはじめて接続すると、「iTunes」が開き、
設定アシスタントが表示されます。「iTunes」が自動的に開かなかった場合は、手動で開いてください。

iPod shuπeの設定アシスタントを使用するには：
 1 iPod shuπeの名前を入力します。この名前は、iTunesウインドウの左側にあるデバイスリストに表

示されます。

 2 設定を選択します。

デフォルトでは、自動同期が選択されています。このオプションを選択したままにしてGeniusをオン
にすると、iTunesライブラリから iPod shuπeに Genius Mixが同期されます。Geniusをオンにし
ない場合は、iTunesライブラリから選ばれた曲が iPod shuπeに保存できる数だけ同期され、「す
べての曲」プレイリストに追加されます。自動同期と手動同期について詳しくは、次のセクションを参
照してください。

デフォルトでは、VoiceOverも選択されています。このオプションを選択したままにすると、
iPod shuπeの使用中にトラックのタイトルやアーティスト名の読み上げを聞いたり、プレイリストを
変更したり、バッテリーステータスの読み上げを聞いたりできます。詳しくは、24ページの「VoiceOver
を使う」を参照してください。

 3 「完了」をクリックします。

デバイスの名前と設定は、iPod shuπeをコンピュータに接続すればいつでも変更できます。

「完了」をクリックすると、「概要」パネルが表示されます。自動同期を選択した場合は、
iPod shuπeの同期が始まります。



iPod shuπeに音楽を追加する
音楽を「iTunes」に読み込んで整理した後に、iPod shuπeにその音楽を簡単に追加することがで
きます。

コンピュータから iPod shuπeに曲やその他のオーディオコンテンツを追加する方法を管理するには、
iPod shuπeをコンピュータに接続してから、iTunes環境設定を使用して iPod shuπe設定を選択
します。

コンテンツを自動的にまたは手動で追加する
次の 2つの方法で音楽を iPod shuπeに追加するように「iTunes」を設定できます：
 Â 自動的に同期する：iPod shuπeをコンピュータに接続したときに、iTunesライブラリ内の曲やそ
の他の項目と一致するように iPod shuπeを自動的にアップデートします。iPod shuπeをはじめ
て同期するときに Geniusがオンになっている場合は、iTunesライブラリから作成された最大 4つ
の Genius Mixが iPod shuπeに保存できる数だけ同期されます。まだ空き領域がある場合は、
iTunesライブラリから選ばれた曲が追加で同期されます。Geniusがオンになっていない場合は、
iTunesライブラリから選ばれた曲とプレイリストが iPod shuπeに保存できる数だけ同期されます。

後で自動同期のオプションを変更して、選択したプレイリスト、アーティスト、アルバム、およびジャ
ンルを同期するように設定できます。また、Podcast、オーディオブック、iTunes Uコレクションな
ど、その他のオーディオを自動的に同期することもできます。詳しくは、後のセクションを参照して
ください。

 Â 音楽を手動で管理する：iPod shuπeを接続しているときに、曲やプレイリストを個別に
iPod shuπeにドラッグしたり、曲やプレイリストを個別に iPod shuπeから削除したりできます。
このオプションを使えば、iPod shuπeから曲を消去することなく、複数のコンピュータから曲を追
加できます。音楽を手動で管理するときは、常に「iTunes」から iPod shuπeを取り出してから
取り外す必要があります。19ページの「iPod shuπeを手動で管理する」を参照してください。

音楽を自動的に同期する
デフォルトでは、iPod shuπeをコンピュータに接続したときにすべての曲とプレイリストが同期され
るように設定されています。これがオーディオコンテンツを iPod shuπeに追加する最も簡単な方法
です。iPod shuπeをコンピュータに接続すれば、曲、オーディオブック、オーディオ Podcast、およ
び iTunes Uコレクションが自動的に追加され、後は取り外すだけです。最後に iPod shuπeを接続
してから「iTunes」に曲を追加した場合は、空き領域に保存できる数だけ、それらが iPod shuπe
と同期されます。「iTunes」から曲を削除した場合は、それらが iPod shuπeから取り除かれます。
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音楽を iPod shuπeと同期するには：
単純に iPod shuπeをコンピュータに接続してください。自動的に同期するように iPod shuπeが設 m

定されている場合は、アップデートが始まります。

重要：これまで同期したのことのないコンピュータに iPod shuπeを接続した場合は、曲を自動的に
同期するかどうかを確認するメッセージが表示されます。同意する場合は、すべての曲およびその他の
オーディオコンテンツが iPod shuπeから消去され、そのコンピュータからの曲やその他の項目と置
き換えられます。同意しない場合は、すでに iPod shuπe上にある曲を消去せずに、引き続き曲を
iPod shuπeに手動で追加することができます。

音楽がコンピュータから iPod shuπeに同期されている間、「iTunes」の状況ウインドウに進行状
況が表示され、デバイスリストの「iPod shuπe」の横に同期アイコンが表示されます。アップデー
トが完了すると、「iPodの同期が完了しました。」というメッセージが「iTunes」に表示されます。
iTunesウインドウの下部のバーには、各種のコンテンツがディスク領域をどのくらい使用しているか
が示されます。

設定時に、音楽を iPod shuπeに自動的に同期するように選択しなかった場合でも、後からそのよう
に設定できます。

iPod shuπeに十分な領域がなく、すべての音楽が入りきらない場合は、選択したプレイリスト、アー
ティスト、アルバム、およびジャンルだけを同期するように「iTunes」を設定できます。

選択したプレイリスト、アーティスト、ジャンル、およびアルバムを iPod shuπeに同期するように
「iTunes」を設定するには：

 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「ミュージック」タブをクリックします。

 3 「音楽を同期」を選択してから、「選択したプレイリスト、アーティスト、アルバム、およびジャンル」
を選択します。

 4 同期したいプレイリスト、アーティスト、ジャンル、およびアルバムを選択します。

 5 iPod shuπeの残りの領域に自動的に曲を同期するように「iTunes」を設定する場合は、「空き領域
に曲を自動的にコピー」を選択します。

Genius Mixが作成されている場合は、それらが優先的に空き領域に同期されます。Genius Mixを
同期するだけの領域がない場合は、その他の曲が iPod shuπeの残りの領域に同期されます。

 6 「適用」をクリックします。

自動的にアップデートが始まります。

「概要」パネルで「チェックマークのある曲だけを同期」を選択すると、チェックマークの付いている
項目だけが同期されます。



Genius Mixを iPod shuπeに同期する
Genius Mixが iPod shuπeに同期されるように「iTunes」を設定できます。Genius Mixは自動
でのみ同期できます。コンテンツを手動で管理する場合は、Genius Mixを iPod shuπeに追加する
ことはできません。

Genius Mixを同期した後で空き領域が残る場合は、「空き領域に曲を自動的にコピー」オプションを
選択すると、iTunesライブラリ内の曲が自動的に選ばれて追加で同期されます。

選択した Genius Mixを iPod shuπeに同期するように「iTunes」を設定するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「ミュージック」タブをクリックします。

 2 「音楽を同期」を選択してから、「選択したプレイリスト、アーティスト、アルバム、およびジャンル」
を選択します。

 3 「プレイリスト」で、同期したい Genius Mixを選択します。

 4 「適用」をクリックします。

「概要」パネルで「チェックマークのある曲だけを同期」が選択されている場合は、チェックマークの
付いている項目だけが同期されます。

Podcastを自動的に同期する
Podcastを iPod shuπeに追加するための設定は、曲を追加するための設定とは関係がありません。
Podcast設定は曲の設定には影響しません。曲の設定も Podcast設定には影響しません。すべての
Podcastまたは選択した Podcastを自動的に同期するように「iTunes」を設定できます。Podcast
を手動で iPod shuπeに追加することもできます。

iPod shuπe上の Podcastを自動的にアップデートするように「iTunes」を設定するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「Podcast」タブをクリックします。

 2 「Podcast」パネルで、「Podcastを同期」を選択します。

 3 同期したい Podcast、エピソード、およびプレイリストを選択し、同期オプションを設定します。

 4 「適用」をクリックします。

Podcastを自動的に同期するように「iTunes」を設定すると、iPod shuπeはコンピュータに接続す
るたびにアップデートされます。

「概要」パネルで「チェックマークのある曲だけを同期」が選択されている場合は、チェックマークの
付いている項目だけが同期されます。

iTunes Uコレクションを iPod shuπeに追加する
iTunes Uは iTunes Storeの一部で、無料の講義、語学レッスン、オーディオブックなどを提供して
います。これらのコンテンツをダウンロードして iPod shuπeに同期できます。iTunes Uコレクショ
ンを iPod shuπeに追加するための設定は、ほかのコンテンツを追加するための設定とは関係があり
ません。iTunes Uの設定がほかの設定に影響することも、ほかの設定が iTunes Uの設定に影響す
ることもありません。すべての iTunes Uコレクションまたは選択した iTunes Uコレクションを自動的
に同期するように「iTunes」を設定できます。iTunes Uコンテンツを手動で iPod shuπeに追加す
ることもできます。
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iTunes Uコンテンツを自動的に同期するように「iTunes」を設定するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「iTunes U」タブをクリックします。

 2 「iTunes U」パネルで、「iTunes Uを同期」を選択します。

 3 同期したいコレクションと項目を選択し、同期オプションを設定します。

 4 「適用」をクリックします。

iTunes Uコンテンツを自動的に同期するように「iTunes」を設定すると、iPod shuπeはコンピュー
タに接続するたびにアップデートされます。

「概要」パネルで「チェックマークのある曲だけを同期」が選択されている場合は、チェックマークの
付いている項目だけが同期されます。

オーディオブックを iPod shuπeに追加する
オーディオブックを iTunes Storeまたは audible.comから購入してダウンロードするか、CDから読
み込んで iPod shuπeで聴くことができます。

オーディオブックを iPod shuπeに追加するときは、「iTunes」を使用します。iPod shuπeを自動
的に同期する場合は、iTunesライブラリ内の各オーディオブックが個別のプレイリストとして同期され、
VoiceOverで選択できるようになります。iPod shuπeのコンテンツを手動で管理する場合は、オー
ディオブックを個別に追加できます。

オーディオブックを iPod shuπeに同期するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「ブック」タブをクリックします。

 2 「オーディオブックを同期」を選択してから、次のいずれかの操作を行います：

「すべてのオーディオブック」を選択します。 Â

「選択したオーディオブック」を選択し、同期したいブックを指定します。 Â

 3 「適用」をクリックします。

自動的にアップデートが始まります。

iPod shuπeを手動で管理する
iPod shuπeを手動で管理する場合は、曲、プレイリスト、Podcast、およびオーディオブックを個別
に追加したり削除したりできます。複数のコンピュータの音楽やその他のコンテンツを iPod shuπe
に追加できます。iPod shuπe上の既存の項目が消去されることはありません。

Geniusプレイリストを追加することはできますが、Genius Mixは手動では iPod shuπeに追加でき
ません。

音楽を手動で管理するように iPod shuπeを設定すると、「iTunes」の「ミュージック」、「Podcast」、
および「iTunes U」パネルの自動同期オプションが切になります。一部のコンテンツを手動で管理し
ながらその他のコンテンツを自動で同期することはできません。

コンテンツを手動で管理するように「iTunes」を設定した場合でも、自動的に同期するように後から
設定できます。

http://audible.com


iPod shuπeのオーディオコンテンツを手動で管理するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 2 「オプション」セクションで「音楽を手動で管理」を選択します。

 3 「適用」をクリックします。

iPod shuπeを手動で管理するときは、常に iPod shuπeを「iTunes」から取り出してから取り外
す必要があります。

iPod shuπeに曲やその他の項目を追加するには：
 1 「iTunes」の「ライブラリ」リストで「ミュージック」またはその他の項目をクリックします。

 2 曲またはその他の項目をデバイスリストの iPod shuπeにドラッグします。

プレイリスト全体をドラッグして iPod shuπeと同期することもできます。また、複数の項目を選択し
て一度にまとめて iPod shuπeにドラッグすることもできます。

iPod shuπeの曲やその他の項目を削除するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択します。

 2 「iPod shuπe」の下にある「ミュージック」、「オーディオブック」、または「Podcast」を選択します。

 3 曲やその他の項目を選択してから、キーボードの Deleteキーまたは Backspaceキーを押します。

曲やその他の項目を iPod shuπeから手動で削除しても、iTunesライブラリからは削除されません。

「iTunes」を使って iPod shuπe上に新しいプレイリストを作成するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、追加（∂）ボタンをクリックするか、「ファ

イル」＞「新規プレイリスト」と選択します。

 2 プレイリストの名前を入力します。

 3 「ライブラリ」リストで「ミュージック」またはその他の項目をクリックしてから、曲またはその他の項
目をプレイリストにドラッグします。

iTunesプレイリストに変更を加えた場合は、「iTunes」に接続した際に、変更したプレイリストを
iPod shuπeに忘れずにドラッグしてください。

iPod shuπe上のプレイリストの曲を追加または削除するには：
曲を追加するには、曲を iPod shuπe上のプレイリストにドラッグします。曲を削除するには、プレイ m

リストの曲を選択してキーボードの Deleteキーを押します。

音楽およびその他のオーディオコンテンツを自動的に同期するように「iTunes」を設定するには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 2 「音楽を手動で管理」の選択を解除します。

 3 「適用」をクリックします。

自動的にアップデートが始まります。
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iPod shuπeにより多くの曲を読み込む
iTunes Plus、Appleロスレス、WAVなど、ビットレートの高いフォーマットの曲が iTunesライブラ
リ内にある場合は、iPod shuπeと同期するときに 128 kbpsの AACフォーマットに変換するように
「iTunes」を設定できます。これによって、「iTunes」に保存された曲の音質やサイズが変わること
はありません。

ビットレートの高い曲をAACフォーマットに変換するには：
 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択します。

 3 「概要」タブをクリックします。

 4 「ビットレートの高い曲を 128 kbps AACに変換する」を選択します。

 5 「適用」をクリックします。

参考：iPod shuπeが対応していないフォーマットの曲を iPod shuπeと同期したい場合は、それら
を変換する必要があります。iPod shuπeが対応しているフォーマットについて詳しくは、31ページの
「iPod shuπeに曲やその他の項目を同期できない」を参照してください。
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この章では、iPod shuπeを持ち歩いて聴く方法について説明します。

iPod shuπeをコンピュータから取り外したら、iPod shuπeをクリップで留めて、音楽、オーディ
オブック、Podcast、および iTunes Uコンテンツを聴くことができます。VoiceOverを使えば、
再生中のトラック（曲、またはオーディオブックや Podcastのチャプタ）の名前を聞いたり、別
のプレイリストを選んだり、バッテリーステータスを聞いたりできます。

音楽を再生する
音楽とその他のオーディオコンテンツを iPod shuπeと同期したら、それを再生することができます。

警告：iPod shuπeをご使用になる前に、34ページの第 7 章「安全にお使いいただくための注意
点と取り扱い方法」に記載されている安全性に関する指示、特に聴覚の損傷に関するセクションをよ
くお読みください。

iPod shuπeで曲やその他の項目を再生するには：
 1 iPod shuπeにイヤフォンを差し込み、イヤーバッドを耳に挿入します。

 2 iPod shuπeの 3ウェイスイッチをOFFから順番に再生（⁄）またはシャッフル（¡）にスライ
ドします。再生が始まります。

iPod shuπeを使っていないときにバッテリーの消耗を抑えるには、3ウェイスイッチをOFFにス
ライドします。

操作 手順

再生する／一時停止する 再生／一時停止（’  ）ボタンを押します。

音量を上げる／下げる 音量アップ（∂）ボタンまたは音量ダウン（D）ボタンを押
します。iPod shuπeの一時停止中に音量を変えると、トー
ンが聞こえます。

次のトラックに移動する 次へ／早送り（  ‘）ボタンを押します。

4音楽を聴く
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操作 手順

前のトラックに移動する トラックの再生が始まってから 6秒以内に、前へ／巻き戻し
（]）ボタンを押します。6秒を過ぎた場合は、前へ／巻
き戻し（] ）ボタンを押すと、現在のトラックが先頭から
再生されます。

早送り 次へ／早送り（  ‘）ボタンを押したままにします。

巻き戻し 前へ／巻き戻し（]）ボタンを押したままにします。

トラックのタイトルとアーティスト名を聞く VoiceOver（ ）ボタンを押します。

プレイリストメニューを聞く VoiceOver（ ）ボタンを押したままにします。目的のプ
レイリストの名前が聞こえたら、VoiceOver（ ）ボタン
または再生／一時停止（’  ）ボタンを押して選択します。
次へ／早送り（  ‘）ボタンまたは前へ／巻き戻し（]）

ボタンを押せば、次または前のプレイリストにすばやく移
動できます。

プレイリストメニューを終了する VoiceOver（ ）ボタンを押したままにします。

多くの操作（再生、巻き戻し、早送り、VoiceOverの使用、音量変更など）で、その操作に合わせてステー
タスランプが緑色に 1回点滅します。iPod shuπeを一時停止した場合は、ステータスランプが緑色
に 30秒間点滅します。音量制限の上限または下限に達すると、ステータスランプがオレンジ色に 3回
点滅します。バッテリーのステータスランプについては、11ページの「バッテリーステータスを確認す
る」を参照してください。

曲を順番にまたはシャッフルで再生するように iPod shuπeを設定する
iPod shuπeの曲をシャッフルで再生するかまたは「iTunes」で並んでいる通りに再生するかを設定
できます。シャッフルに設定しても、ブック、Podcast、および Genius Mixはシャッフルされません。
これらは「iTunes」で並んでいる通りに再生されます。

順序通りに曲を再生するように iPod shuπeを設定するには：
3ウェイスイッチを順番に再生（ m

⁄）にスライドします。

iPod shuπeの最後の曲の再生が終わると、最初の曲の再生が再度始まります。

シャッフル再生するように iPod shuπeを設定するには：
3ウェイスイッチをシャッフル（ m

¡）にスライドします。

曲をシャッフルし直すときは、3ウェイスイッチをシャッフル（¡）から順番に再生（⁄）にスライドし
てから、再度シャッフルに戻します。



VoiceOverを使う
iPod shuπeには、トラックのタイトルとアーティスト名を読み上げたり、選択するプレイリストを読み
上げることによって、再生オプションをより詳細に制御する機能が用意されています。さらに、バッテリー
ステータスやその他のメッセージを読み上げる機能もあります。

これらの読み上げを聞くには、「iTunes」で VoiceOverを有効にします。VoiceOverは、
iPod shuπeをはじめて設定するときに有効にすることも、後で有効にすることもできます。
VoiceOverは一部の言語で利用できます。

VoiceOverのオプションは「iTunes」の「概要」タブで設定します。VoiceOverを入にしてカスタ
マイズする方法については、以降のセクションで説明します。

iPod shuπeを設定するときに VoiceOverを有効にするには：
 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」の画面に表示される指示に従います。デフォルトでは「VoiceOverを有効にする」オプショ
ンが選択されています。

 3 「続ける」をクリックします。

 4 「概要」タブの「音声フィードバック」の下にある「言語」ポップアップメニューから目的の言語を選
択します。

これにより、システムメッセージとプレイリスト名、および多くの曲のタイトルやアーティスト名が読み
上げられる言語が設定されます。

参考：特定のトラックに別の言語を選ぶには、「iTunes」でそれらを選択し、「ファイル」＞「情報を
見る」と選択し、「オプション」タブのポップアップメニューからVoiceOverの言語を選んでから、「OK」
をクリックします。

 5 「適用」をクリックします。

設定が完了すると、VoiceOverが iPod shuπeで有効になっています。

VoiceOverを好きなときに有効にするには：
 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 3 「音声フィードバック」の下にある「VoiceOverを有効にする」を選択します。

 4 「適用」をクリックします。

 5 「音声フィードバック」の下にあるポップアップメニューから目的の言語を選択します。

 6 「適用」をクリックします。

同期が終了すると、VoiceOverが有効になっています。

VoiceOverを無効にするには：
 1 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 2 「音声フィードバック」の下にある「VoiceOverを有効にする」の選択を解除します。

 3 「適用」をクリックします。

 24  第 4章    音楽を聴く
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同期が終了すると、VoiceOverが無効になっています。ただし、バッテリーステータス、エラーメッセー
ジ、番号による汎用的なプレイリストメニューなど、iPod shuπeの一部のシステム通知（英語）は
引き続き読み上げられます。トラックのタイトルとアーティスト名は読み上げられません。

トラック情報を聞く
VoiceOverでは、iPod shuπeで現在再生中のトラックのタイトルとアーティスト名を読み上げること
ができます。

現在のトラックの情報を聞くには：

再生中に VoiceOver（ m ）ボタンを押します。

現在のトラックのタイトルとアーティスト名が読み上げられます。

VoiceOverを使って別のタイトルに移動できます。

トラック情報を使って移動するには：
 Â iPod shuπeが再生中の場合は、VoiceOver（ ）ボタンを押すと、現在のトラックの情報が読
み上げられます。次へ／早送り（  ‘）ボタンを押すと、次のトラックに移動してその情報が読み上
げられます。前へ／巻き戻し（]）ボタンを押すと、前のトラックに移動してその情報が読み上げら
れます。

 Â iPod shuπeが一時停止中の場合は、VoiceOver（ ）ボタンを押すと、現在のトラックの情報
が読み上げられます。次へ／早送り（  ‘）ボタンを押すと、次のトラックの情報が読み上げられます。
前へ／巻き戻し（]）ボタンを押すと、前のトラックの情報が読み上げられます。トラックを再生す
るには、VoiceOverボタンまたは再生／一時停止（’  ）ボタンを押します。

プレイリストを変更する
VoiceOverが有効になっているときに、プレイリスト名を聞いて、iPod shuπeに同期したプレイリ
ストを選択できます。オーディオブックやオーディオPodcastが iPod shuπeに同期されている場合は、
それらのタイトルもプレイリストメニューの一部として読み上げられます。「iTunes」で VoiceOverが
無効になっている場合は、プレイリストが名前ではなく順序番号で示されます（「プレイリスト 1、プレ
イリスト 2」など）。

プレイリストメニューの項目は次の順番で読み上げられます：

現在のプレイリスト（該当する場合） Â

「すべての曲」（iPod shuπe上のすべての曲のプレイリスト） Â

Geniusプレイリストを含む、すべてのプレイリスト（アルファベット順） Â

すべての Genius Mix（アルファベット順） Â

すべての Podcast（アルファベット順） Â

すべての iTunes Uコレクション（アルファベット順） Â

すべてのオーディオブック（アルファベット順） Â



プレイリストメニューから項目を選択するには：

 1 VoiceOver（ ）ボタンを押したままにします。プレイリストの名前が聞こえます。

 2 目的のプレイリストの名前が聞こえたら、VoiceOver（ ）ボタンまたは再生／一時停止（’  ）ボタ
ンを押して選択します。プレイリストの最初の項目が再生されます。

プレイリストメニューを聞いているときに、次へ／早送り（  ‘）ボタンまたは前へ／巻き戻し（]）ボ
タンを押して、プレイリストメニュー内を前後に移動できます。

プレイリストを先頭から再生するには、上記の手順に従ってそのプレイリストを選択します。

プレイリストメニューを終了するには：

VoiceOver（ m ）ボタンを押したままにします。

同じ音量でトラックを再生するように設定する
曲やその他のオーディオの音量は、トラックの録音またはエンコード方法によって異なることがあります。
トラックの音量が自動的に調整されるように（相対的に同じ音量で再生されるように）「iTunes」を設
定し、それと同じ音量設定が使用されるように iPod shuπeを設定することができます。音量の自動
調整は、「iTunes」ではデフォルトで入になっていますが、iPod shuπeでは入になっていません。

トラックが同じ音量で再生されるように「iTunes」を設定するには：
 1 「iTunes」で、「iTunes」＞「環境設定」（Mac OS Xの場合）と選択するか、「編集」＞「設定」

（Windowsの場合）と選択します。

 2 「再生」をクリックし、「音量を自動調整」を選択します。

「iTunes」の音量設定を使用するように iPod shuπeを設定するには：
 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択します。

 3 「概要」タブをクリックします。

 4 「オプション」セクションにある「サウンドチェックを有効にする」を選択します。

 5 「適用」をクリックします。

「iTunes」で「音量を自動調整」を選択していない場合は、iPod shuπeで設定しても効果はありま
せん。

音量制限を設定する
iPod shuπeの音量制限を設定できます。また、「iTunes」にパスワードを設定して、ほかの人がこ
の設定を変更できないようにすることもできます。

iPod shuπeに音量制限を設定した場合、その制限を越えて音量を上げようとすると、オレンジ色の
ステータスランプが 3回点滅します。
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iPod shuπeの音量制限を設定するには：
 1 iPod shuπeを目的の最大音量に設定します。

 2 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 3 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 4 「オプション」セクションにある「最大音量を制限する」を選択します。

 5 スライダを目的の最大音量までドラッグします。

スライダの初期設定は、コンピュータに接続したときに iPod shuπeに設定されていた音量になって
います。

警告：いくつかの種類のイヤフォンやヘッドフォンを使っている場合は、音量レベルがそれぞれ異な
ることがあります。

音量制限を解除するには：

 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 3 「オプション」セクションにある「最大音量を制限する」の選択を解除します。

iPod shuπeのボタンをロックする／ロックを解除する
ボタンを誤って押してしまっても何も起こらないように、iPod shuπe のボタンをロックすることができ
ます。この機能を使用するには、バージョン 1.0.1以降のソフトウェアが必要です（ソフトウェアをアッ
プデートするには、iPod shuπe を「iTunes」に接続します）。

iPod shuπeのボタンをロックするには：
再生／一時停止（ m

’  ）を 3秒間押したままにします。

ステータスランプがオレンジ色に 3回点滅すると、ボタンがロックされます。ボタンがロックされた状
態でボタンを押すと、ステータスランプがオレンジ色に 1回点滅します。

iPod shuπeのボタンのロックを解除するには：
もう一度、再生／一時停止（ m

’  ）を 3秒間押したままにします。

ステータスランプがオレンジ色に 3回点滅すると、ボタンのロックが解除されます。

イヤフォンを装着している場合は、ボタンをロックまたはロック解除したときにトーンが聞こえます。
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iPod shuπeを使えば、音楽だけでなくデータも持ち歩くことができます。

この章では、iPod shuπeを外部ディスクとして使用する方法について説明します。

iPod shuπeを外部ディスクとして使用する
iPod shuπeを外部ディスクとして使用して、データファイルを保存できます。

再生したい音楽やその他のオーディオと iPod shuπeを同期するときは、「iTunes」を使う必要があ
ります。Macintoshの FinderまたはWindowsの「エクスプローラ」を使って iPod shuπeにコピー
したオーディオファイルは再生できません。

iPod shuπeを外部ディスクとして使用するには：
 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 3 「オプション」セクションにある「ディスクとして使用する」を選択します。

ディスクの設定を表示するために、下スクロールが必要な場合があります。

 4 「適用」をクリックします。

iPod shuπeを外部ディスクとして使用すると、Macでは、デスクトップに iPod shuπeのディスク
アイコンが表示されます。Windows PCでは、Windowsの「エクスプローラ」に、次に利用できる
ドライブ文字を使ってディスクアイコンが表示されます。

ハードディスクとして使用できる状態の iPod shuπeをコンピュータに接続すると、オレンジ色のステー
タスランプが連続して点滅します。必ず「iTunes」で iPod shuπeを取り出してから、コンピュータ
から取り外してください。

コンピュータ間でファイルをコピーする
iPod shuπeをディスクとして使用すれば、コンピュータ間でファイルをコピーできます。iPod shuπe
は、MacとPCの両方が対応している FAT32ボリュームとしてフォーマットされています。そのため、
オペレーティングシステムの異なるコンピュータ間でも iPod shuπeを使ってファイルをコピーでき
ます。

5iPod shuπeにファイルを保存する
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コンピュータ間でファイルをコピーするには：

 1 iPod shuπeをディスクとして使用するように設定した後、ファイルのコピー元のコンピュータに接続
します。

重要： iPod shuπeが自動的に同期するように設定されている場合は、iPod shuπeを別のコンピュー
タ（または別のユーザアカウントで使用中の同じコンピュータ）に接続すると、iPod shuπeを消去し
て新しい iTunesライブラリと同期するかどうかを確認するメッセージが表示されます。iPod shuπe
上にあるものを消去したくない場合は、「キャンセル」をクリックします。

 2 コンピュータのファイルシステム（Macの場合は Finder、PCの場合はWindowsの「エクスプロー
ラ」）を使って、ファイルを iPod shuπeにドラッグします。

 3 iPod shuπeを取り外してから、転送先のコンピュータに接続します。

ここでも、iPod shuπe上にあるものを消去したくない場合は、「キャンセル」をクリックします。

 4 iPod shuπeのファイルを別のコンピュータ上の場所にドラッグします。

iTunesが自動的に開かないようにする
コンピュータに iPod shuπeを接続したときに「iTunes」が自動的に開かないように設定することが
できます。

iTunesが自動的に開かないようにするには：
 1 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 2 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

 3 「オプション」セクションにある「この iPodの接続時に iTunesを開く」の選択を解除します。

 4 「適用」をクリックします。
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iPod shuπeで発生した問題のほとんどは、この章のアドバイスに従っ
てすばやく解決できます。

5つの「R」：リセット（Reset）、再試行（Retry）、再起動（Restart）、再インストー
ル（Reinstall）、復元（Restore）
iPod shuπeで問題が起こった場合、これら 5つの基本的な提案を思い出してください。問題が解
決するまで、これらのステップを 1つずつお試しください。もし下記のどれでも解決しない場合には、
特定の問題の解決法の個所を読んでください。

 Â リセット：iPod shuπeの電源を切って、10秒待ち、それからもう一度電源を入れます。

 Â 再試行：「iTunes」に iPod shuπeが表示されない場合、別のUSB 2.0ポートで再度試してみます。

 Â 再起動：コンピュータを再起動し、最新のソフトウェア・アップデートをインストールしていること
を確認します。

 Â 再インストール：Webにある最新バージョンの「iTunes」ソフトウェアを再インストールします。

 Â 復元：iPod shuπeを復元します。33ページの「iPod shuπeソフトウェアをアップデートす
る／復元する」を参照してください。

ステータスランプが赤色で点灯したままである、または「復元するには iTunesを使用してください」
というエラーメッセージが聞こえる場合
iPod shuπeをコンピュータに接続してから、「iTunes」で復元します。33ページの「iPod shuπe
ソフトウェアをアップデートする／復元する」を参照してください。

iPod shuπeの電源が入らない／動かない
iPod shuπeをお使いのコンピュータの高電力型 USB 2.0ポートに接続します。iPod shuπeの Â

バッテリーの再充電が必要な場合もあります。

iPod shuπeの電源を切って、10秒待ち、それから電源を入れ直します。 Â

iPod shuπeソフトウェアの復元が必要である可能性があります。 Â 33ページの「iPod shuπeソ
フトウェアをアップデートする／復元する」を参照してください。

6ヒントとトラブルシューティング
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iPod shuπeで音楽を再生できない
iPod shuπeに音楽が入っていない可能性があります。「音楽をシンクするには iTunesを使用し Â

てください」というメッセージが聞こえたら、iPod shuπeをコンピュータに接続して音楽を同期し
ます。

3ウェイスイッチをオフにスライドしてから、再度オンに戻します。 Â

イヤフォンのコネクタがしっかりと差し込まれていることを確認します。 Â

音量が正しく調節されていることを確認します。音量制限が設定されている可能性があります。  Â

26ページの「音量制限を設定する」を参照してください。

iPod shuπeが一時停止の状態になっている可能性があります。再生／一時停止（ Â ’  ）ボタンを
押してみます。

iPod shuπeをコンピュータに接続しても何も起こらない場合
iPod shuπeをお使いのコンピュータの高電力型 USB 2.0ポートに接続します。iPod shuπeの Â

バッテリーの再充電が必要な場合もあります。

 Â http://www.itunes.com/jp/downloadにある最新版の「iTunes」ソフトウェアがインストール
されていることを確認してください。

USBケーブルをコンピュータの別の USB 2.0ポートに接続してみてください。USBケーブルが Â

iPod shuπeとコンピュータにしっかりと接続されていることを確認します。USBコネクタの向きが
正しいことを確認します。正しい向きでしか差し込めません。

iPod shuπeのリセットが必要な可能性があります。iPod shuπeの電源を切って、10秒待ち、 Â

それからもう一度電源を入れ直します。

iPod shuπeが「iTunes」または Finderに表示されない場合は、バッテリーが完全に放電して Â

いる可能性があります。iPod shuπeを数分間充電して、正常に戻るかどうかを確認してみてくだ
さい。

お使いのコンピュータとソフトウェアがシステム条件に合っていることを確認します。 Â 32ページの「シ
ステム条件を再確認したい場合」を参照してください。

コンピュータを再起動してみます。 Â

iPodソフトウェアの復元が必要な場合があります。 Â 33ページの「iPod shuπeソフトウェアをアッ
プデートする／復元する」を参照してください。

iPod shuπeの修理が必要な可能性があります。修理は、iPod shuπeサービス＆サポートの Â

Webサイトで申し込めます：www.apple.com/jp/support/ipodshuπe/service

iPod shuπeに曲やその他の項目を同期できない
iPod shuπeが対応していない形式でその曲がエンコードされている可能性があります。
iPod shuπeは次のオーディオファイルの形式に対応しています。これらはオーディオブックおよび
Podcast用の形式を含みます：

AAC（M4A、M4B、M4P）（8～ 320 kbps） Â

保護された AAC（iTunes Store提供） Â

Appleロスレス（高品質の圧縮形式） Â

MP3（8～ 320 kbps） Â

http://www.itunes.com/jp/download
http://www.apple.com/jp/support/ipodshuffle/service


MP3可変ビットレート（VBR） Â

Audible（format 2、3、4、Audible Enhanced Audio、AAX、および AAX+） Â

WAV Â

AA（audible.comの format 2、3、および 4の朗読ファイル） Â

AIFF Â

Appleロスレス形式でエンコードした曲のサウンド品質は CDとほぼ同等ですが、使用する容量は
AIFF形式またはWAV形式でエンコードした曲の約半分で済みます。AAC形式またはMP3形式でエ
ンコードした場合は、さらに少ない容量で済みます。「iTunes」を使用してCDから音楽を読み込む
場合、デフォルトでAAC形式に変換されます。

高いビットレートでエンコードされたファイルを iPod shuπeと同期するときに、自動的に 128 kbps
の AACファイルに変換されるように iPod shuπeを設定できます。21ページの「iPod shuπeによ
り多くの曲を読み込む」を参照してください。

Windowsで「iTunes」を使用する場合は、保護されていないWMAファイルを AAC形式または
MP3形式に変換できます。これは、WMA形式でエンコードされた音楽コレクションがある場合に便
利です。

iPod shuπe は、WMA、MPEG Layer 1、MPEG Layer 2のオーディオファイル、または
audible.comの format 1には対応していません。

「iTunes」に iPod shuπeが対応していない曲がある場合は、iPod shuπeが対応している形式に
変換できます。詳しくは、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」と選択してください。

システム条件を再確認したい場合
iPod shuπeを使うには、次のものが必要です：
次のコンピュータ構成のいずれか： Â

USB 2.0ポートのあるMacintosh Â

USB 2.0ポートのあるWindows PCまたは USB 2.0カードが取付けられたWindows PC Â

次のオペレーティングシステムのいずれか：Mac OS X v10.5.8以降、Windows Vista、あるい Â

はWindows XP Homeまたは Professionalの Service Pack 3以降

インターネットアクセス（ブロードバンド接続を推奨） Â

iTunes 10以降（「iTunes」は Â www.itunes.com/jp/downloadからダウンロードできます）

お使いのWindows PCに高電力型 USB 2.0ポートがない場合は、USB 2.0カードをご購入いただ
いて取り付けることができます。

高電力型USB 2.0ポート

 32  第 6章    ヒントとトラブルシューティング
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iPod shuπeをMacとWindows PCで使う場合
音楽を手動で管理するように iPod shuπeが設定されている場合は、コンピュータのオペレーティン
グシステムにかかわらず、複数の iTunesライブラリからコンテンツを追加できます。iPod shuπeが
自動的に同期するように設定されている場合は、iPod shuπeを別のコンピュータ（または別のユー
ザアカウントで使用中の同じコンピュータ）に接続すると、iPod shuπeを消去して新しい iTunesラ
イブラリと同期するかどうかを確認するメッセージが表示されます。iPod shuπeの内容を変えたくな
い場合は、「キャンセル」をクリックします。

iPod shuπeをMacintoshコンピュータおよび PCで外部ディスクとして使用して、オペレーティング
システム間でファイルをコピーすることができます。28ページの第 5 章「iPod shuπeにファイルを
保存する」を参照してください。

iPod shuπeソフトウェアをアップデートする／復元する
「iTunes」を使用して、iPod shuπeソフトウェアをアップデートする／復元することができます。
iPod shuπeをアップデートして、最新のソフトウェアをお使いいただくことをお勧めします。また、
ソフトウェアを復元することもできます。復元した場合には、iPod shuπeは元の状態に戻ります。
 Â アップデートする場合は、ソフトウェアはアップデートされますが、設定や曲などのデータは影響を
受けません。

 Â 復元する場合は、曲とその他のデータを含むすべてのデータが iPod shuπeから消去されます。
iPod shuπeの設定はすべて元の状態に復元されます。

iPod shuπeをアップデートする／復元するには：
 1 お使いのコンピュータがインターネットに接続していることと、最新版の「iTunes」ソフトウェアがイン

ストールされていることを確認してください（www.itunes.com/jp/downloadからダウンロードで
きます）。

 2 iPod shuπeをコンピュータに接続します。

 3 「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択してから、「概要」タブをクリックします。

「バージョン」セクションで、iPod shuπeが最新の状態か、新しいバージョンのソフトウェアが必要
かを確認します。

 4 次のいずれかを行います：

 Â 最新バージョンのソフトウェアをインストールする場合は、「アップデート」（Mac OS Xの場合）ま
たは「更新」（Windowsの場合）をクリックします。

 Â iPod shuπeをオリジナルの設定に戻す場合は、「復元」をクリックします。復元では、
iPod shuπeからすべてのデータが消去されます。画面の説明に従って復元操作を完了します。

http://www.itunes.com/jp/download
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この章には、iPod shuπeの安全性および取り扱いに関する重要な情報
が記載されています。

 負傷を避けるため、iPod shuffleをお使いになる前に、以下の安全性に関する指示、および操
作方法をよくお読みください。

この iPod shuπeユーザーガイドは、いつでも参照できるように手元に置いておいてください。

安全性に関する重要な情報

警告：以下の安全性に関する指示を守らないと、火災、感電、その他の負傷や損害を招くおそれが
あります。

適切に取り扱う：iPod shuπeを落としたり、分解したり、開けたり、ぶつけたり、曲げたり、変形
させたり、穴を開けたり、シュレッダーにかけたり、電子レンジにかけたり、燃やしたり、ペンキを塗っ
たり、異物を入れたりしないでください。

水中や水気のある場所、湿気の多い場所：雨の中や洗面台の近くなど、液体のある場所で
iPod shuπeを使用しないでください。iPod shuπeに食べ物や液体をこぼさないよう注意してくだ
さい。iPod shuπeを濡らしてしまった場合は、すべてのケーブルを取り外し、iPod shuπeの電源
を切ってから（3ウェイスイッチをOFFにスライドしてから）、水気を拭き取ってください。完全に乾く
まで、電源は入れないでください。電子レンジやヘアドライヤーなどの外部熱源を使って iPod shuπe
を乾かそうとしないでください。

7安全にお使いいただくための注意点と取り
扱い方法
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iPod shuπeを修理する： 絶対に iPod shuπeを自分で修理したり変更したりしないでください。
iPod shuπeを水に浸けたり、穴を開けたり、激しく落としてしまった場合は、使用しないでアップル
正規サービスプロバイダに持ち込んでください。iPod shuπeには、お使いの方がご自身で修理でき
る部品はありません。背面カバーを取り外すなど、iPod shuπeを分解したことによって生じた故障は、
保証の対象外になることがあります。修理に関する情報については、「iTunes」の「ヘルプ」メニュー
から「iPodヘルプ」を選択するか、www.apple.com/jp/support/ipod/serviceを参照してくだ
さい。iPod shuπeの充電式のバッテリーの交換は、必ずアップル正規サービスプロバイダに依頼し
てください。バッテリーについて詳しくは、www.apple.com/jp/support/ipod/service/battery
を参照してください。

Apple USB電源アダプタ：Apple USB電源アダプタ（www.apple.com/jp/ipodstoreで別途購
入できます）を使って iPod shuπeを充電する場合は、コンセントに差し込む前に、電源アダプタが
完全に組み立てられていることを確認してください。確認後、Apple USB電源アダプタをコンセント
にしっかりと差し込んでください。濡れた手でApple USB電源アダプタを抜き差ししないでください。
また、iPod shuπeを充電するときは、Apple USB電源アダプタ以外の電源アダプタは使用しない
でください。

Apple USB電源アダプタは、通常の使用中でも熱くなることがあります。常に、Apple USB電源ア
ダプタの周りには十分な換気空間を設けるようにし、電源アダプタに触れる際には十分に注意してくだ
さい。

以下のいずれかの場合には、Apple USB電源アダプタをコンセントから抜いてください：
電源コードまたはプラグが擦り切れたり損傷したりした場合。 Â

アダプタが、雨、液体、または過度の湿気にさらされた場合。 Â

アダプタのケースが損傷した場合。 Â

アダプタを修理する必要があると思われる場合。 Â

アダプタを清掃する場合。 Â

聴覚の損傷：ハンズフリーヘッドセットやヘッドフォンを大音量で使用すると、聴覚を損なうおそれがあ
ります。音量は適切なレベルに設定してください。大音量で再生を続けていると、耳が慣れ、通常の
音量のように聴こえることがありますが、聴覚が損なわれている可能性があります。耳鳴りがする場合
や話がよく聞こえない場合は、聴くのを中止して、聴力検査を受けてください。音量が大きい程、聴
覚に影響を受けるまでの時間が早くなります。聴覚の専門家は、次のような方法で聴覚を保護すること
を勧めています：

大音量でハンズフリーヘッドセットやヘッドフォンを使用する時間を制限します。 Â

周囲の騒音を遮断する目的で音量を上げることを避けます。 Â

近くで人が話す声が聞こえない場合は、音量を下げます。 Â

iPod shuπeの音量制限を設定する方法については、26ページの「音量制限を設定する」を参照し
てください。

http://www.apple.com/jp/support/ipod/service
http://www.apple.com/jp/support/ipod/service/battery
http://www.apple.com/jp/ipodstore


ヘッドフォンに関する安全性：乗り物を運転しながら、または自転車に乗りながらイヤフォンを使用する
ことは（片方の耳だけで使用する場合を含めて）、お勧めできません。地域によっては違法です。乗車
地域でのイヤフォンの使用や iPod shuπeなどの機器の使用に関する法律や規制を確認し、それに
従ってください。自動車の運転中は特に注意してください。乗り物の運転やその他注意が必要な作業
を行っているときに、iPod shuπeの再生によって注意力が妨げられると感じたときは、再生を中止し
てください。

取り扱いに関する重要な情報

注記：以下の取り扱いに関する指示を守らないと、iPod shuπeまたはその他の部品の損傷を招く
おそれがあります。

iPod shuπeを持ち運ぶ：iPod shuπeには、精密部品が内蔵されています。iPod shuπeを曲げ
たり、落としたり、ぶつけたりしないように注意してください。

コネクタとポートを使用する：コネクタは、ポートに無理に押し込まないでください。ポートに障害物
がないか確認してください。コネクタとポートを簡単に接続できない場合は、それらの形状が一致して
いない可能性があります。コネクタとポートの形状が一致していることを確認し、ポートに対して正し
い向きでコネクタを差し込んでください。

適切な温度の範囲内で iPod shuπeを扱う：iPod shuπeは、温度が 0°C～ 35°C（32°F～ 95°F）
に保たれた場所で使用してください。低温の状態では、iPod shuπeの再生時間が一時的に短くなる
ことがあります。

iPod shuπeは、温度が -20°C～ 45°C（-4°F～ 113°F）に保たれた場所に保管してください。
駐車した車の中の温度はこの範囲を超えることがあるので、iPod shuπeを車の中に置いたままにし
ないでください。

iPod shuπeの使用中またはバッテリーの充電中は、iPod shuπeがやや熱を持ちますが、これは
異常ではありません。iPod shuπeの外装には、装置内部の熱を外部の空気で冷却する機能があり
ます。

iPod shuπeの外側を清掃する：iPod shuπeを清掃するときは、すべてのケーブルを取り外し、電
源を切ってから（3ウェイスイッチをOFFにスライドしてから）、柔らかくけば立たない布を少し湿らせ
て使用してください。開口部に水が入らないように注意してください。iPod shuπeを清掃するため
に、窓ガラス用洗剤、家庭用洗剤、スプレー式の液体クリーナー、有機溶剤、アルコール、アンモニア、
研磨剤は使用しないでください。

iPod shuπeを適切に廃棄する：iPod shuπeの適切な廃棄方法、およびその他の法規制の順守に
関する重要な情報については、39ページの「廃棄とリサイクルに関する情報」を参照してください。

法令順守に関する情報：iPod shuπeの法令順守に関する情報については、38ページの
「通信情報機器に関する規制」を参照してください。 
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オンスクリーンヘルプおよびインターネットで、iPod shuπeの詳し
い使いかたを調べることができます。

次の表には、iPod関連のソフトウェアとサービスに関する情報の参照先をまとめてあります。

知りたい内容 手順

サービスとサポート情報、ディスカッション、チュートリアル、
およびアップルのソフトウェアダウンロード

次を参照してください： 
www.apple.com/jp/support/ipodshuπe

iTunesを使用する 「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」と選
択します。「iTunes」のオンラインチュートリアル（一部の
地域でのみ利用可能です）については、次にアクセスして
ください：www.apple.com/jp/itunes/tutorials

iPod shuπeに関する最新情報 次を参照してください： 
www.apple.com/jp/ipodshuπe

iPod shuπeのユーザ登録を行う お使いのコンピュータに「iTunes」をインストールし、
iPod shuπeを接続します。

iPod shuπeのシリアル番号を確認する iPod shuπeのクリップの下を見てください。また
は、iPod shuπeをコンピュータに接続しているときに、
「iTunes」のデバイスリストで「iPod shuπe」を選択し、
「概要」タブをクリックしてください。

保証サービスを受ける 最初にこの冊子、オンスクリーンヘルプ、およびオンライ
ン参考情報の指示に従い、それから次にアクセスしてく
ださい：www.apple.com/jp/support/ipodshuπe/
service

8その他の情報、サービス、サポート

http://www.apple.com/jp/support/ipodshuffle
http://www.apple.com/jp/itunes/tutorials
http://www.apple.com/jp/ipodshuffle
http://www.apple.com/jp/support/ipodshuffle/service
http://www.apple.com/jp/support/ipodshuffle/service


通信情報機器に関する規制

FCC Compliance Statement
This device complies with part 15 of the FCC rules. 
Operation is subject to the following two conditions:  
(1) This device may not cause harmful interference, 
and (2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause 
undesired operation. See instructions if interference 
to radio or television reception is suspected.

Radio and TV Interference
This computer equipment generates, uses, and can 
radiate radio-frequency energy. If it is not installed 
and used properly̶that is, in strict accordance with 
Apple's instructions̶it may cause interference with 
radio and television reception.

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits for a Class B digital device in 
accordance with the specifications in Part 15 of FCC 
rules. These specifications are designed to provide 
reasonable protection against such interference 
in a residential installation. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a 
particular installation.

You can determine whether your computer system 
is causing interference by turning it o∂. If the 
interference stops, it was probably caused by the 
computer or one of the peripheral devices.
If your computer system does cause interference 
to radio or television reception, try to correct the 
interference by using one or more of the following 
measures:

Turn the television or radio antenna until the  Â
interference stops.
Move the computer to one side or the other of  Â
the television or radio.
Move the computer farther away from the  Â
television or radio.
Plug the computer into an outlet that is on a  Â
di∂erent circuit from the television or radio. (That 
is, make certain the computer and the television 
or radio are on circuits controlled by di∂erent 
circuit breakers or fuses.)

If necessary, consult an Apple-authorized service 
provider or Apple. See the service and support 
information that came with your Apple product. Or, 
consult an experienced radio/television technician 
for additional suggestions.

重要：Changes or modifications to this product 
not authorized by Apple Inc. could void the EMC 
compliance and negate your authority to operate 
the product.

This product was tested for EMC compliance under 
conditions that included the use of Apple peripheral 
devices and Apple shielded cables and connectors 
between system components.

It is important that you use Apple peripheral devices 
and shielded cables and connectors between 
system components to reduce the possibility of 
causing interference to radios, television sets, and 
other electronic devices. You can obtain Apple 
peripheral devices and the proper shielded cables 
and connectors through an Apple Authorized 
Reseller. For non-Apple peripheral devices, contact 
the manufacturer or dealer for assistance.

Responsible party (contact for FCC matters only): 
Apple Inc. Corporate Compliance 
1 Infinite Loop, MS 26-A 
Cupertino, CA 95014

Industry Canada Statement
This Class B device meets all requirements of 
the Canadian interference-causing equipment 
regulations.

Cet appareil numérique de la classe B respecte 
toutes les exigences du Règlement sur le matériel 
brouilleur du Canada.

VCCI Class B Statement 

Korea Class B Statement 

Russia 

European Community
Complies with European Directives 2006/95/EEC and 
89/336/EEC. 
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廃棄とリサイクルに関する情報
お使いの iPodを廃棄する際は、お住まいの地域の条例およ
び規制に従って適切に処分してください。この製品にはバッ
テリーが内蔵されているため、家庭廃棄物とは分けて廃棄す
る必要があります。お使いの iPodが製品寿命に達した場合
は、リサイクルの方法についてアップルまたは地方自治体に
お問い合わせください。

アップルのリサイクルプログラムについては、次のWebサイ
トを参照してください：www.apple.com/jp/recycling

バッテリーの交換と廃棄に関する情報
iPod shuπeの充電式バッテリーの交換は、必ず正規サービ
スプロバイダに依頼してください。バッテリー交換サービスに
ついては、次のWebサイトを参照してください： 
www.apple.com/jp/batteries/replacements.html

iPod shuπeにはバッテリーが内蔵されています。お使いの
iPod shuπeを廃棄する際は、お住まいの地域の環境法と廃
棄基準に従ってください。

Deutschland:  Dieses Gerät enthält Batterien. Bitte 
nicht in den Hausmüll werfen. Entsorgen Sie dieses 
Gerätes am Ende seines Lebenszyklus entsprechend 
der maßgeblichen gesetzlichen Regelungen.

Nederlands:  Gebruikte batterijen kunnen worden 
ingeleverd bij de chemokar of in een speciale 
batterijcontainer voor klein chemisch afval (kca) 
worden gedeponeerd.

Taiwan: 

Türkiye:  EEE yönetmeliğine (Elektrikli ve Elektronik 
Eşyalarda Bazı Zararlı Maddelerin Kullanımının 
Sınırlandırılmasına Dair Yönetmelik) uygundur.

European Union—Disposal Information: 

 

This symbol means that according to local laws and 
regulations your product should be disposed of 
separately from household waste. When this product 
reaches its end of life, take it to a collection point 
designated by local authorities. Some collection 
points accept products for free. The separate 
collection and recycling of your product at the time 
of disposal will help conserve natural resources and 
ensure that it is recycled in a manner that protects 
human health and the environment.

Union Européenne—informations sur l'élimination 
Le symbole ci-dessus signifie que vous devez vous 
débarasser de votre produit sans le mélanger 
avec les ordures ménagères, selon les normes et 
la législation de votre pays. Lorsque ce produit 
n'est plus utilisable, portez-le dans un centre de 
traitement des déchets agréé par les autorités 
locales. Certains centres acceptent les produits 
gratuitement. Le traitement et le recyclage séparé 
de votre produit lors de son élimination aideront 
à préserver les ressources naturelles et à protéger 
l'environnement et la santé des êtres humains.

Europäische Union—Informationen zur Entsorgung 
Das Symbol oben bedeutet, dass dieses Produkt 
entsprechend den geltenden gesetzlichen 
Vorschriften und getrennt vom Hausmüll entsorgt 
werden muss. Geben Sie dieses Produkt zur 
Entsorgung bei einer o∑ziellen Sammelstelle ab. 
Bei einigen Sammelstellen können Produkte zur 
Entsorgung unentgeltlich abgegeben werden. 
Durch das separate Sammeln und Recycling werden 
die natürlichen Ressourcen geschont und es ist 
sichergestellt, dass beim Recycling des Produkts alle 
Bestimmungen zum Schutz von Gesundheit und 
Umwelt beachtet werden.

Unione Europea—informazioni per l’eliminazione 
Questo simbolo significa che, in base alle leggi e alle 
norme locali, il prodotto dovrebbe essere eliminato 
separatamente dai rifiuti casalinghi. Quando il 
prodotto diventa inutilizzabile, portarlo nel punto 
di raccolta stabilito dalle autorità locali. Alcuni punti 
di raccolta accettano i prodotti gratuitamente. La 
raccolta separata e il riciclaggio del prodotto al 
momento dell'eliminazione aiutano a conservare 
le risorse naturali e assicurano che venga riciclato 
in maniera tale da salvaguardare la salute umana e 
l'ambiente.
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Europeiska unionen—uttjänta produkter Symbolen 
ovan betyder att produkten enligt lokala lagar och 
bestämmelser inte får kastas tillsammans med 
hushållsavfallet. När produkten har tjänat ut måste 
den tas till en återvinningsstation som utsetts av 
lokala myndigheter. Vissa återvinningsstationer tar 
kostnadsfritt hand om uttjänta produkter. Genom 
att låta den uttjänta produkten tas om hand för 
återvinning hjälper du till att spara naturresurser 
och skydda hälsa och miljö.

Brasil—Informações sobre descarte e reciclagem 

 

O símbolo indica que este produto e/ou sua bateria 
não devem ser descartadas no lixo doméstico. 
Quando decidir descartar este produto e/ou sua 
bateria, faça-o de acordo com as leis e diretrizes 
ambientais locais. Para informações sobre o 
programa de reciclagem da Apple, pontos de coleta 
e telefone de informações, visite www.apple.com/
br/environment.

環境向上への取り組み
アップルでは、事業活動および製品が環境に与える影響をで
きる限り小さくするよう取り組んでいます。

詳しくは、次のWebサイトを参照してください： 
www.apple.com/jp/environment

© 2010 Apple Inc. All rights reserved. Apple、Apple
ロゴ、iPod、iTunes、Mac、Macintosh、およびMac OS
は、米国その他の国で登録された Apple Inc.の商標です。
Finderおよび Shuπeは、Apple Inc.の商標です。Apple 
Storeおよび iTunes Storeは、米国その他の国で登録され
た Apple Inc.のサービスマークです。本書に記載のその他
の社名、商品名は、各社の商標または登録商標である場合
があります。

本書に記載の他社商品名は参考を目的としたものであり、そ
れらの製品の使用を強制あるいは推奨するものではありませ
ん。また、Apple Inc.は他社製品の性能または使用につき
ましては一切の責任を負いません。すべての同意、契約、お
よび保証は、ベンダーと将来のユーザとの間で直接行われる
ものとします。

本書には正確な情報を記載するように努めました。ただし、
誤植や制作上の誤記がないことを保証するものではありま
せん。

J019-1974/2010-11
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